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むら

桧
ひ
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じんじゃ

の瓜（うり） 

 

 むかし、左
ひだり

甚五郎
じんごろう

という大変有名な彫刻家
ちょうこくか

がいた。この甚五郎は

日光東照宮
とうしょうぐう

の眠
ねむ

り猫
ねこ

などを彫
ほ

ったことで知られている。 

甚五郎は、東照宮に行く途中
とちゅう

、村桧神社に立ちよった。境内
けいだい

で休

んでいたところ、本
ほん

殿
でん

の左の柱
はしら

に本物そっくりの「うり」を彫って

いった。 

この柱に彫った「うり」は、不思議
ふ し ぎ

なことに、季節によって色が

変わるようになった。さらに、何か変わったことが起こる前にも色

が変わるようになった。 


